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謝
霊
運
「
華
子
崗
に
入
る 
是
れ
麻
源
の
第
三
谷
な
り
」
詩
末
聯
と 
胡
克
家
と
郭
慶
藩
佐
　
竹
　
保
　
子
一
　
は
じ
め
に
　
│
│
問
題
の
所
在
『
文
選
』（
五
世
紀）1
（
）
の
収
め
る
謝
霊
運
（
三
八
五
〜
四
三
三
）「
華
子
崗
に
入
る 
是
れ
麻
源
の
第
三
谷
な
り
」（
以
下
「
華
子
崗
」
と
略
称
す
る
）
は
、
謝
霊
運
晩
年
の
作
と
さ
れ
る）2
（
。
「
華
子
崗
」
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
謝
霊
運
詩
と
は
異
質
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
霊
運
晩
年
の
心
境
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
末
聯
の
李
善
注
（
七
世
紀
）
に
対
し
て
、
清
代
以
来
誤
解
が
積
み
か
さ
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
誤
解
が
、「
華
子
崗
」
の
解
釈
そ
の
も
の
を
歪
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
「
華
子
崗
」
全
体
を
考
察
す
る
に
先
だ
っ
て
、
そ
の
歪
み
を
と
き
ほ
ぐ
す
た
め
に
も
、
小
稿
で
は
ま
ず
、
末
聯
の
李
善
注
を
検
討
す
る
こ
と
を
、
お
恕
し
頂
き
た
い
。
二
　
謝
霊
運
「
華
子
崗
に
入
る  
是
れ
麻
源
の
第
三
谷
な
り
」
　
「
華
子
崗
」
全
篇
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
1
南
州
實
炎
德　
　
南
州
は
ま
こ
と
に
炎
の
徳
　
桂
樹
凌
寒
山　
　
木
犀
の
樹
が
冬
の
山
を
凌
ぐ
　
銅
陵
映
碧
潤　
　
銅
の
岡
に
碧
の
潤
い
が
映
え
　
石
磴
瀉
紅
泉　
　
石
の
坂
に
紅
の
泉
が
そ
そ
ぐ
5
既
枉
隱
淪
客　
　
仙
人
の
客
が
た
ち
よ
る
ば
か
り
か
　
亦
棲
肥
遯
賢　
　
隠
者
の
賢
人
も
棲
ん
で
い
る
　
險
陘
無
測
度　
　
険
し
い
断
崖
は
は
か
り
し
れ
ず
　
天
路
非
術
阡　
　
天
へ
の
路
は
道
で
は
な
い
9
遂
登
羣
峯
首　
　
つ
い
に
峰
々
の
頂
き
に
い
た
れ
ば
　
邈
若
升
雲
烟　
　
は
る
か
雲
か
す
み
に
昇
っ
た
よ
う
　
羽
人
絶
髣
髴　
　
羽
あ
る
人
は
気
配
を
絶
や
し
　
丹
丘
徒
空
筌　
　
丹
の
丘
は
む
な
し
く
カ
ラ
の
や
な
集
刊
東
洋
学 
第
一
二
〇
号 
平
成
三
十
一
年
一
月 
四
〇
－
五
七
頁
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13
圖
牒
復
摩
滅　
　
絵
も
書
き
物
も
磨
滅
し
て
　
碑
版
誰
聞
傳　
　
い
し
ぶ
み
も
木
札
も
誰
が
聞
き
伝
え
よ
う
　
莫
辯
百
世
後　
　
百
代
の
ち
を
わ
か
る
す
べ
無
く
　
安
知
千
載
前　
　
千
年
ま
え
を
ど
う
し
て
知
ろ
う
17
且
申
獨
往
意　
　
ひ
と
ま
ず
独
り
往
く
者
の
思
い
を
放
ち
　
乗
月
弄
潺
湲　
　
月
に
乗
じ
て
さ
ら
さ
ら
の
流
れ
を
弄
ぶ
　
恒
充
俄
頃
用　
　
恒
に
俄しば
ら
く頃
の
や
く
だ
ち
に
充
て
る
　
豈
爲
古
今
然　
　
ど
う
し
て
古
今
の
た
め
に
そ
う
し
よ
う
か
華
子
崗
は
「
南
州
」
に
あ
る
。「
南
州
」
は
「
炎
徳
」
盛
ん
で
、
冬
で
も
「
桂
樹
」
が
茂
る
。
山
は
「
銅
」
と
「
石
」
に
お
お
わ
れ
、
水
は
「
銅
陵
」
の
た
め
に
「
紅
」
い
（
1
〜
4
句
）。
異
様
の
地
に
は
非
日
常
が
存
し
、「
隠
淪
の
客
」
が
訪
な
い
「
肥
遯
の
賢
」
が
住
む
（
5
〜
6
句
）。
詩
の
主
人
公
は
彼
ら
に
会
お
う
と
、
道
な
き
道
を
進
み
、
つ
い
に
霞
た
な
び
く
山
頂
に
至
る
（
7
〜
10
句
）。
し
か
し
彼
ら
は
影
も
形
も
な
く
、
存
在
を
伝
え
る
よ
す
が
さ
え
失
わ
れ
、
百
代
後
も
千
年
前
も
分
か
ら
な
い
（
11
〜
16
句
）。「
百
世
の
後
」「
千
載
の
前
」
と
の
繋
が
り
に
絶
望
し
た
主
人
公
は
、
九
聯
目
に
次
の
よ
う
に
詠
じ
る
。
且
ら
く
申
べ
ん
独
往
の
意
を
、
月
に
乗
じ
て
潺
湲
を
弄
ぶ
右
の
「
独
往
」
の
説
明
に
、
李
善
は
「
淮
南
王
荘
子
略
要
」（
淮
南
王
が
劉
安
を
指
す
な
ら
、紀
元
前
二
世
紀）3
（
）と
そ
の「
司
馬
彪
注
」（
司
馬
彪
は
三
世
紀
後
半
〜
三
〇
六
）
を
引
く
。
ど
ち
ら
も
佚
書
で
、
前
者
の
引
文
は
江
海
の
士
、
山
谷
の
人
は
、
天
下
を
軽
ん
じ
、
万
物
を
無
み
し
て
、独
り
往
く
者
で
あ
る
。（
江
海
之
士
、山
谷
之
人
、輕
天
下
、
細
萬
物
、
而
獨
往
者
也
）
後
者
の
引
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
独
往
と
は
、
自
然
に
任
せ
、
世
を
顧
み
な
い
の
で
あ
る
。（
獨
往
者
、
任
自
然
、
不
顧
世
也
）
す
な
わ
ち
「
独
往
」
と
は
、
江
海
や
山
谷
に
居
り
、
天
下
や
万
物
を
軽
ん
じ
、
自
然
の
ま
ま
に
生
き
、
世
を
顧
み
な
い
脱
俗
の
人
を
指
す
。「華
子
崗
」
の
主
人
公
は
、「
隠
淪
の
客
」「
肥
遯
の
賢
」「
羽
人
」
に
邂
逅
で
き
ず
、「
百
世
の
後
」「
千
載
の
前
」
と
も
繋
が
り
得
な
い
。
し
か
し
そ
の
絶
望
を
ひ
と
ま
ず
（「
且
」）
置
い
て
、「
独
往
」
の
脱
俗
者
と
し
て
「
意おもい」
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
「
月
に
乗
じ
て
潺
湲
を
弄
ぶ
」、
月
光
に
き
ら
め
く
水
流
に
手
を
さ
し
の
べ
る
。
以
上
を
結
ぶ
の
が
、
末
聯
「
恒
に
俄
頃
の
用
に
充
つ
、
豈
に
古
今
の
為
め
に
然
ら
ん
や
」
で
あ
る
。
小
稿
冒
頭
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
末
聯
は
、
古
来
問
題
を
含
む
。
三
　「
華
子
崗
」
末
聯
の
問
題
点
末
聯
の
原
文
を
、
再
度
掲
げ
る
。
42
恒
充
俄
頃
用
、
豈
爲
古
今
然
。
初
字
の
「
恒
」
を
、
胡
克
家
（
一
七
五
六
〜
一
八
一
六
）
の
『
文
選
考
異）4
（
』
巻
五
は
、「
常
」
と
す
べ
き
だ
と
い
う
。
根
拠
は
、
李
善
注
の
「
司
馬
彪
莊
子
注
」
で
あ
る
。
以
下
に
胡
説
を
引
用
す
る
。〔　
〕
は
引
用
者
の
付
加
部
分
で
あ
る
。
「
恒
」
は
「
常
」
に
作
る
べ
き
だ
。〔
李
善
の
〕
注
に
引
く
「
司
馬
彪
莊
子
注
」
に
「
常
久
な
り
」
と
い
う
の
が
、証
拠
で
あ
る
。
（
恒
當
作
常
。
注
引
司
馬
彪
莊
子
注
曰
、
常
久
也
、
可
證
）
さ
ら
に
胡
氏
は
、
同
じ
『
文
選
』
所
収
で
、「
華
子
崗
」
よ
り
二
首
前
に
あ
る
謝
霊
運
「
道
路
に
て
山
中
を
憶
う
」（
道
路
憶
山
中
）
詩
に
着
目
し
、
そ
の
十
四
句
目
「
恒
に
夏
日
の
短
き
に
苦
し
む
」（
恒
苦
夏
日
短
）
を
挙
げ
る
。
前
の
「
道
路
に
て
山
中
を
憶
う
」
詩
の
、「
常
に
夏
日
の
短
き
に
苦
し
む
」
は
、
袁
本
〔
＝
五
臣
注
を
先
に
し
そ
の
後
に
李
善
注
を
配
す
る
、
い
わ
ゆ
る
六
家
注
『
文
選
』。
南
宋
本
を
底
本
に
覆
刊
し
た
テ
キ
ス
ト）5
（
〕
と
茶
陵
本
〔
＝
李
善
注
を
先
に
し
そ
の
後
に
五
臣
注
を
配
す
る
、
い
わ
ゆ
る
六
臣
注
『
文
選
』。
南
宋
紹
興
年
間
初
刻
の
贛
州
本
に
来
源
す
る
テ
キ
ス
ト
〕
の
二
本
で
は
、
と
も
に
「
恒
」
に
作
り
、「
李
善
本
は
『
常
』
に
作
る
」
と
い
う
校
語
が
あ
る
。
こ
れ〔
＝「
華
子
崗
」の「
恒
充
俄
頃
用
」〕
も
、
思
う
に
そ
れ
〔
＝「
道
路
に
て
山
中
を
憶
う
」
の
「
恒
苦
夏
日
短
」〕
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
各
本
が
、〔「
華
子
崗
」
の
「
恒
」
字
に
〕
付
い
て
い
た
校
語
を
欠
失
さ
せ
、
最
終
的
に
五
臣
注
本
〔
の
「
恒
」
字
〕
に
よ
っ
て
李
善
注
本
〔
の
「
常
」
字
〕
を
乱
し
た
の
で
、詩
の
本
文
〔
の
「
恒
充
俄
頃
用
」〕
と
注
〔
の
「
司
馬
彪
荘
子
注
曰
常
久
也
」〕が
、即
応
し
な
く
な
っ
た
の
だ
。（
前
道
路
憶
山
中
詩
、
常
苦
夏
日
短
、
袁
茶
陵
二
本
亦
作
恒
、
有
校
語
云
、
善
作
常
。
此
蓋
同
彼
。
各
本
失
更
著
校
語
、
遂
以
五
臣
亂
善
、
而
正
文
與
注
、
不
相
應
矣
）
謝
霊
運
「
道
路
に
て
山
中
を
憶
う
」
詩
の
十
四
句
目
「
恒
に
夏
日
の
短
き
に
苦
し
む
」
の
初
字
「
恒
」
に
は
、「
善
本
は
『
常
』
字
に
作
る
」
と
い
う
校
語
が
あ
る
。
李
善
注
本
『
文
選
』
で
は
、十
四
句
目
が
「
恒
苦
夏
日
短
」
で
は
な
く
、「
常
苦
夏
日
短
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
胡
氏
は
、「
華
子
崗
」
末
聯
に
も
同
様
に
「
善
本
は
『
常
』
字
に
作
る
」
と
い
う
校
語
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
し
か
し
各
本
が
校
語
を
脱
落
さ
せ
た
、
そ
し
て
「
恒
」
字
に
作
っ
て
い
た
五
臣
注
本
系
の
『
文
選
』
に
よ
っ
て
、李
善
注
本
系
の
「
常
」
字
を
乱
し
た
の
だ
、
と
い
う
。
胡
克
家
に
続
い
て
、
梁
章
鉅
（
一
七
七
五
〜
一
八
四
九
）『
文
選
旁
證）6
（
』
巻
二
三
も
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
恒
」
は
、「
常
」
に
作
る
べ
き
だ
。〔
李
善
の
〕
注
の
引
く
「
司
馬
彪
莊
子
注
」
が
、
証
拠
で
あ
る
。（
恒
當
作
常
。
注
引
司
馬
彪
莊
子
注
可
證
）
近
年
で
は
、
花
房
英
樹
『
文
選
（
詩
騒
編
）
三
』（
集
英
社　
一
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九
七
四
）
七
六
五
頁
も
、「
華
子
崗
」
本
文
を
「
常
充
俄
頃
用
」
と
「
改
め
」、
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。
「
常
」
は
久
。
こ
の
「
常
」
の
字
を
、尤
本
〔
＝
李
善
注
『
文
選
』
の
南
宋
本
〕
は
「
恒
」
と
書
く
が
、胡
克
家
の
「
考
異
」
に
従
っ
て
改
め
る
。
た
だ
し
、
右
の
書
の
原
型
と
な
っ
た
斯
波
六
郎
・
花
房
英
樹
『
文
選
』
（
筑
摩
書
房　
一
九
六
三
）
三
〇
八
頁
は
、「
恒
充
俄
頃
用
」
の
ま
ま
で
あ
り
、「
改
め
」
ら
れ
て
い
な
い
。「
恒
」
に
つ
い
て
の
解
説
も
、
無
い
。
二
〇
一
三
年
に
公
刊
さ
れ
た
兪
紹
初
等
点
校
『
新
校
訂
六
家
注
文
選　
第
3
冊
』（
鄭
州
大
学
出
版
社
）
一
七
〇
〇
頁
は
、本
文
を
「
恒
充
俄
頃
用
」
と
す
る
が
、「
恒
」
字
の
下
に
、「
善
本
作
常
字
」
と
い
う
校
語
を
付
す
。
校
語
に
は
次
の
校
記
を
添
え
る
。
原
本
で
は
、
下
に
校
語
は
無
い
。
陳
八
郎
本
〔
＝
南
宋
刊
五
臣
注『
文
選
』〕や
正
徳
本〔
＝
十
六
世
紀
朝
鮮
刊
五
臣
注『
文
選
』〕
は
「
恒
」
に
作
る
か
ら
、
五
臣
は
「
恒
」
に
作
っ
て
い
た
。
明
州
本
〔
＝
南
宋
刊
の
六
家
注
『
文
選
』〕
や
贛
州
本
〔
＝
南
宋
初
刻
の
六
臣
注
『
文
選
』〕
の
字
は
、五
臣
注
本
を
用
い
て
お
り
、
ど
ち
ら
に
も
校
語
が
無
い
か
ら
、彼
ら
が
見
た
李
善
注
『
文
選
』
は
「
恒
」
に
作
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
尤
袤
本
〔
＝
南
宋
刊
の
李
善
注
『
文
選
』〕
が
ま
さ
し
く
「
恒
」
に
作
っ
て
い
る
。
胡
克
家
は
い
う
。「
李
善
注
『
文
選
』
は
『
常
』
に
作
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
注
に
引
く
司
馬
彪
『
荘
子
』
注
に
『
常
、
久
也
』
と
あ
る
の
が
、
証
拠
で
あ
る
」。
考
察
す
る
に
、
胡
氏
の
校
勘
は
、
正
し
い
。
本
巻
で
こ
の
詩
の
前
に
あ
る
謝
霊
運「
道
路マ
マ山
中
詩
」
に
「
恒
若ママ
夏
日
短
」、
校
語
に
「
善
本
作
常
字
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、こ
の
〔
＝「
華
子
崗
」
の
〕
李
善
注
本
も
、「
常
」
に
作
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
今
「
恒
」
に
作
る
の
は
、
思
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
見
た
北
宋
本
が
、
五
臣
注
本
に
よ
っ
て
李
善
注
本
を
乱
し
た
の
で
あ
り
、
正
し
く
な
い
。
今
、
こ
の
校
語
を
増
し
加
え
る
。
（
原
下
無
校
語
。
陳
本
、
正
德
本
作
「
恒
」，
是
五
臣
作
「
恒
」。
明
州
本
、贛
州
本
字
用
五
臣
，並
無
校
語
，則
所
見
善
本
作「
恒
」。
尤
本
正
作
「
恒
」。
胡
克
家
曰
：「
善
本
當
作
『
常
』，
注
引
司
馬
彪
《
莊
子
注
》
曰
：『
常
，
久
也
。』
可
證
。」
按
，
胡
氏
所
校
是
也
。
本
巻
上
謝
靈
運
《
道
路
山
中
詩
》「
恒
若
夏
日
短
」，
校
語
云
：「
善
本
作
常
字
。」則
此
善
本
亦
自
作「
常
」。今
作「
恒
」
者
，蓋
各
所
見
之
北
宋
本
以
五
臣
亂
善
，非
也
。
今
増
此
校
語
。）
し
か
し
「
善
本
作
常
字
」
と
い
う
校
語
は
、「
華
子
崗
」
末
聯
初
字
の
「
恒
」
に
は
、
現
存
す
る
ど
の
『
文
選
』
本
に
も
付
さ
れ
て
い
な
い
。
兪
氏
等
が
、
右
の
校
記
の
冒
頭
に
、「
原も
と
下
に
校
語
無
し
」
と
明
言
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
元
来
無
か
っ
た
そ
の
校
語
を
、
兪
氏
等
は
敢
え
て
、「
恒
」
字
の
下
に
付
す
。
そ
の
根
拠
は
、「
胡
氏
の
校
す
る
所　
是
な
り
」
と
い
う
判
断
で
あ
る
。
だ
が
、
元
来
原
本
に
無
か
っ
た
校
語
を
、
い
か
に
校
記
を
付
す
と
44
は
い
え
、「
増
」
し
加
え
る
の
は
果
た
し
て
「
是
」
な
の
か
。
長
い
年
月
の
間
に
は
、
複
雑
で
長
文
の
校
記
が
顧
み
ら
れ
ず
脱
落
し
て
い
く
事
態
が
、
間
々
起
こ
り
う
る
。
そ
の
時
、
兪
氏
等
の
「
善
本
作
常
字
」
と
い
う
校
語
が
、
彼
ら
が
二
〇
一
三
年
に
「
増
」
し
た
も
の
で
は
な
く
、
兪
氏
等
が
底
本
と
し
た
奎
章
閣
本）7
（
に
も
と
も
と
存
し
た
も
の
だ
と
、
誤
解
さ
れ
て
流
通
す
る
恐
れ
は
、
十
分
に
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、「
胡
氏
の
校
す
る
所
」
は
、
本
当
に
「
是
」
な
の
か
。
こ
の
点
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
四
　
胡
克
家
「
文
選
考
異
」
の
問
題
点
結
論
か
ら
言
え
ば
、「
胡
氏
の
校
す
る
所
」
は
、「
是
」
と
は
い
い
が
た
い
。
第
一
に
、
古
く
て
素
性
の
よ
い
版
本
や
写
本
に
、「
華
子
崗
」
末
聯
初
字
を
「
常
」
に
作
る
『
文
選
』
テ
キ
ス
ト
は
、
存
在
し
な
い
。
兪
氏
等
が
引
用
し
た
「
陳
本
」「
正
徳
本
」「
明
州
本
」「
贛
州
本
」「
尤
本
」、
お
よ
び
兪
氏
等
が
底
本
と
し
た
「
奎
章
閣
本
」、
さ
ら
に
は
日
本
に
伝
わ
る
無
注
の
写
本
「
九
條
家
本）8
（
」
な
ど
、
す
べ
て
が
「
常
」
で
は
な
く
、「
恒
」
に
作
る
。
胡
氏
の
引
用
す
る
「
袁
本
」「
茶
陵
本
」
も
同
様
で
あ
る
。
兪
氏
等
が
明
言
す
る
よ
う
に
、「
華
子
崗
」
の
校
語
に
「
善
本
作
常
字
」
と
い
う
五
字
も
、
存
在
し
な
い
。
第
二
に
、
李
善
注
本
で
「
常
」
に
作
っ
て
い
た
と
い
う
根
拠
に
、
胡
氏
は
「
華
子
崗
」
李
善
注
の
「
司
馬
彪
荘
子
注
」
を
挙
げ
る
が
、
当
該
箇
所
を
そ
の
前
後
も
含
め
て
引
用
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
考
察
の
便
の
た
め
に
番
号
を
付
す
。
①
『
詩
経
』「
小
雅
」
に
い
う
「
充
は
、
猶
お
備
う
る
が
ご
と
き
な
り
」。
②
「
江
の
賦
」
に
い
う
「
千
里
も
俄
頃
な
り
」。
③
何
休
の
『
春
秋
公
羊
伝
』
注
に
い
う
「
俄
と
は
、
須
臾
の
間
な
り
」。
④
司
馬
彪
の
『
荘
子
』
注
に
い
う
「
常
久
な
り
」。
⑤
『
荘
子
』
に
い
う
「
古
を
尊
び
今
を
卑
し
む
は
、学
ぶ
者
の
流
な
り
」。
⑥
郭
象
が
い
う
「
古
に
尊
ぶ
所
無
く
、
今
に
卑
し
む
所
無
し
。
而
る
に
学
ぶ
者
は
古
を
尊
び
今
を
卑
し
み
、
其
の
原
を
失
え
り
」。（
①
小
雅
曰
、
充
、
猶
備
也
。
②
江
賦
曰
、
千
里
俄
頃
。
③
何
休
公
羊
注
曰
、
俄
者
、
須
臾
之
間
也
。
④
司
馬
彪
莊
子
注
曰
、
常
久
也
。
⑤
莊
子
曰
、
尊
古
卑
今
、
學
者
之
流
也
。
⑥
郭
象
曰
、
古
無
所
尊
、
今
無
所
卑
、
而
學
者
尊
古
卑
今
、
失
其
原
矣
。）
右
の
注
の
付
さ
れ
た
「
華
子
崗
」
末
聯
を
再
掲
し
、
ど
の
語
に
ど
の
注
が
付
さ
れ
た
の
か
を
番
号
で
示
す
。
恒
充
（
①
）
俄
頃
（
②
③
）
用
、
豈
爲
古
今
（
⑤
⑥
）
然
。
李
善
は
ま
ず
、
本
文
二
字
目
の
「
充
」
を
解
釈
す
る
た
め
に
、
①
の
「
小
雅
」
を
引
く
。
つ
い
で
三
・
四
字
目
の
「
俄
頃
」
の
解
釈
に
、
②
の
「
江
賦
」
を
引
き
、
再
度
「
俄
」
に
つ
い
て
③
の
「
何
休
公
羊
注
」
を
引
く
。
そ
の
の
ち
④
の
「
司
馬
彪
莊
子
注
」
を
引
い
て
い
る
。
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さ
ら
に
そ
の
の
ち
に
、
八
・
九
字
目
の
「
古
今
」
を
解
す
る
た
め
に
、
⑤
「
莊
子
」
と
⑥
「
郭
象
」
を
引
く
。
④
の
「
司
馬
彪
莊
子
注
」
以
外
は
、
す
べ
て
本
文
の
語
順
に
即
し
て
い
る
。
右
に
限
ら
ず
、
李
善
注
は
、
本
文
に
現
れ
る
語
の
順
序
に
即
す
。
逆
順
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
華
子
崗
」
末
聯
の
直
前
に
位
置
す
る
第
九
聯
「
且
申
獨
往
意
、
乘
月
弄
潺
湲
」
の
李
善
注
は
、
小
稿
前
々
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
獨
往
」
に
付
さ
れ
る
「
淮
南
王
莊
子
略
要
」
と
「
司
馬
彪
」
の
み
で
あ
り
、
そ
の
前
の
第
八
聯
「
莫
辨
百
世
後
、
安
知
千
載
前
」
に
は
李
善
注
が
無
い
。
し
か
し
さ
ら
に
そ
の
前
の
第
六
・
七
聯
の
、
本
文
と
李
善
注
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
本
文
に
「　
」
を
付
し
、
語
順
と
引
文
順
と
を
照
合
す
る
目
的
ゆ
え
、
原
文
の
み
を
示
す
。
「
羽
人
絶
髣
髴
、
丹
丘
徒
空
筌
」
楚
辭
曰
、
仰
羽
人
於
丹
丘
、
留
不
死
之
舊
郷
。
筌
、
捕
魚
之
器
、
莊
子
以
喩
言
也
。
「
圖
牒
復
摩
滅
、
碑
版
誰
聞
傳
」
蘇
林
漢
書
注
曰
、
牒
、
譜
也
。
孔
安
國
論
語
注
曰
、
版
、
邦
國
之
圖
籍
也
。
李
善
注
は
、
ま
ず
第
六
聯
冒
頭
の
「
羽
人
」
の
典
故
に
「
楚
辭
」
を
引
き
、
つ
い
で
末
字
の
「
筌
」
に
「
捕
魚
の
器
な
り
、
荘
子
以
て
喩
言
す
る
な
り
」
と
い
う
解
説
を
加
え
る
。
第
七
聯
に
は
、
二
字
目
の
「
牒
」
に
「
蘇
林
漢
書
注
」
を
引
き
、
七
字
目
の
「
版
」
に
「
孔
安
國
論
語
注
」
を
引
く
。
『
文
選
』
テ
キ
ス
ト
で
も
っ
と
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
、
平
安
鎌
倉
写
本
の
『
文
選
集
注）9
（
』
に
は
、「
華
子
崗
」
を
含
む
部
分
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
見
う
る
中
で
、作
品
配
列
上
「
華
子
崗
」
に
も
っ
と
も
近
い
の
が
、
巻
五
六
（
李
善
注
本
、
六
家
注
本
、
六
臣
注
本
で
は
巻
二
八
に
あ
た
る
）
の
鮑
照
（
四
二
〇
頃
〜
四
六
六
）「
東
武
吟
」
で
あ
る
。
そ
の
初
聯
に
は
李
善
注
が
一
件
し
か
な
く
、
次
聯
に
は
皆
無
で
、
第
三
聯
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
始
隨
張
校
尉
、
占
募
到
河
源
」
李
善
曰
、
漢
書
曰
、
張
騫
、
漢
中
人
也
。
騫
以
校
尉
從
大
將
軍
擊
匈
奴
。
知
水
草
處
、
軍
得
以
不
乏
。
占
、
謂
自
隱
度
也
。
自
隱
度
而
應
募
爲
占
募
也
。
呉
志
曰
、
中
郎
將
周
祇
乞
於
鄱
陽
占
募
。
班
固
漢
書
贊
曰
、
自
張
騫
使
大
夏
之
後
、
窮
河
源
矣
也
。
李
善
注
は
、ま
ず
第
三
聯
三
〜
五
字
目
の
「
張
校
尉
」
の
解
説
に
、「
漢
書
」
を
引
く
。
つ
い
で
六
字
目
「
占
」
を
み
ず
か
ら
説
明
し
た
の
ち
、
「
占
募
」
の
た
め
に
「
呉
志
」
を
引
く
。
最
後
に
、九
・
十
字
目
の
「
河
源
」
の
た
め
に
「
班
固
漢
書
贊
」
を
引
い
て
い
る
。
あ
る
い
は
、「
華
子
崗
」
に
先
行
す
る
巻
で
も
っ
と
も
近
い
巻
四
八
（
李
善
注
本
、
六
家
注
本
、
六
臣
注
本
で
は
巻
二
四
に
あ
た
る
）
の
末
尾
に
あ
る
、
潘
尼
（
二
五
一
頃
〜
三
一
一
頃
）「
侍
御
史
の
王
元
貺
に
贈
る
」
詩
末
聯
を
見
て
も
よ
い
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
協
心
毗
聖
世
、
畢
力
讚
康
哉
」
李
善
曰
、
尚
曰
、
三
后
協
心
。
毛
詩
曰
、
天
子
是
毗
。
鄭
玄
曰
、
毗
、
輔
也
。
呂
氏
春
秋
曰
、
官
有
司
之
事
、
畢
力
竭
智
矣
。
尚
書
、
咎
繇
乃
哥
曰
、
元
首
明
46
哉
、
股
肱
良
哉
、
庶
事
康
哉
。
李
善
注
は
、
初
二
字
の
「
協
心
」
に
「
尚
」
書
を
引
き
、
三
字
目
の
「
毗
」
に
「
毛
詩
」
と
「
鄭
玄
」
を
引
き
、
六
・
七
字
目
の
「
畢
力
」
に
「
呂
氏
春
秋
」
を
引
き
、九
・
十
字
目
の
「
康
哉
」
に
、再
び
「
尚
書
」
を
引
く
。
い
ず
れ
も
本
文
の
語
順
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
逆
順
は
な
い
。
そ
も
そ
も
胡
克
家
自
身
が
、
李
善
注
が
本
文
の
語
順
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
、
自
ら
の
校
勘
の
論
拠
と
し
て
い
る
。
胡
克
家
「
文
選
考
異
」
全
十
巻
の
う
ち
、
前
半
五
巻
に
少
な
く
と
も
五
例
、
李
善
注
の
順
次
を
根
拠
と
す
る
論
述
が
見
出
さ
れ
る
。
以
下
に
そ
れ
ら
を
掲
げ
る
。
所
引
の
『
文
選
』
本
文
や
李
善
注
は
、〈　
〉
で
括
る
。
1
〈
猶
怵
惕
於
一
夫
〉
考
察
す
る
に
、「
怵
惕
」
は
、「
惕
戒
」
に
作
る
べ
き
だ
。
李
善
は
『
尚
書
』
を
引
い
て
「
惕
」
に
注
し
、『
方
言
』
を
引
い
て
「
戒
」
に
注
し
、「
過
秦
論
」
を
引
い
て
「
一
夫
」
に
注
し
て
い
る
。
そ
の
順
序
に
従
え
ば
、「
戒
」
の
字
が
、「
惕
」
の
下
、「
一
夫
」
の
上
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
甚
だ
明
ら
か
だ
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
、「
惕
驚
也
」
の
三
字
が
あ
る
の
は
、
薛
綜
の
注
〔
＝
三
世
紀
の
旧
注
〕
だ
。
も
し
今
本
の
よ
う
な
ら
、「
怵
」
を
無
視
し
て
「
惕
」
に
注
す
る
は
ず
が
な
い
。
本
文
に
「
怵
」
が
無
く
、「
惕
」
の
み
有
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、甚
だ
明
ら
か
だ
。
い
っ
た
い
誰
が
、
李
善
注
の
中
の
「
怵
惕
」
を
誤
認
し
て
、
本
文
が
こ
う
だ
と
思
っ
て
改
め
た
も
の
や
ら
。
し
か
し
こ
れ
で
は
注
と
か
え
っ
て
即
応
し
な
く
な
り
、
正
し
く
な
い
。
各
本
の
見
た
も
の
は
す
べ
て
誤
っ
て
い
る
か
ら
、
今
と
く
に
訂
正
し
て
お
く
。（
猶
怵
惕
於
一
夫
。
案
、
怵
惕
、
當
作
惕
戒
。
善
引
尚
書
以
注
惕
、
引
方
言
以
注
戒
、
引
過
秦
論
以
注
一
夫
。
循
其
次
序
、
有
戒
字
在
惕
下
一
夫
上
、
甚
明
。
又
其
下
惕
驚
也
三
字
、
乃
薛
注
。
若
如
今
本
、
不
容
去
怵
注
惕
。
可
見
正
文
無
怵
字
、
但
有
惕
字
、
亦
甚
明
。
不
知
何
人
誤
認
善
注
中
怵
惕
、
以
爲
正
文
如
此
而
改
之
。
其
實
與
注
轉
不
相
應
。
非
也
。
各
本
所
見
皆
誤
。
今
特
訂
正
）
右
の
本
文
は
、
李
善
注
『
文
選
』
巻
三
に
収
め
ら
れ
る
張
衡
（
七
八
〜
一
三
九
）「
東
京
賦
」
の
「
万
乗
の
懼
る
る
も
の
無
し
と
雖
も
、
猶
お
一
夫
に
怵
惕
す
」（
雖
萬
乗
之
無
懼
、猶
怵
惕
於
一
夫
）
で
あ
る
。
「
猶
お
一
夫
に
怵
惕
す
」
に
、
以
下
の
李
善
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
『
尚
書
』
に
「
怵
惕
し
て
惟
れ
厲あやぶみ
」、
孔
安
国
の
伝
に
「
怵
惕
は
、
悚
懼
な
り
」
と
い
う
。『
方
言
』
に
「
戒
は
、
備
う
な
り
」
と
い
う
。「
過
秦
論
」に「
一
夫　
難
を
作
す
」と
い
う
。
惕
は
、
驚
く
で
あ
る
。（
尚
書
曰
、
怵
惕
惟
厲
。
孔
安
國
曰
、
怵
惕
、
悚
懼
也
。
方
言
曰
、
戒
、
備
也
。
過
秦
論
曰
、
一
夫
作
難
。
惕
、
驚
也
）
李
善
注
の
引
文
は
、
本
文
の
「
怵
惕
」、「
戒
」、「
一
夫
」
の
説
明
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
「
東
京
賦
」
本
文
は
、「
猶
怵
惕
戒
於
一
夫
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。し
か
し
本
文
は
六
字
句
で
あ
る
上
、
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「
惕
」
へ
の
旧
注
が
存
す
る
。
ゆ
え
に
李
善
の
引
く
「
尚
書
」
と
「
孔
安
國
」
は
、「
怵
惕
」
へ
の
注
で
は
な
く
、「
惕
」
へ
の
注
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
李
善
注
の
順
序
に
拠
れ
ば
、「
東
京
賦
」
本
文
は
、「
猶
惕
戒
於
一
夫
」
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
胡
克
家
は
そ
の
よ
う
に
推
定
し
、
本
文
を
「
特
に
訂
正
」
し
て
い
る
。
2
〈
注
締
結
也
翩
翩
往
来
貌
奕
奕
軽
靡
之
貌
〉
考
察
す
る
に
、
こ
の
三
句
〔
＝「
締
結
也
」
と
「
翩
翩
往
来
貌
」
と
「
奕
奕
軽
靡
之
貌
」
の
三
句
〕
と
も
、
有
っ
た
は
ず
が
な
い
。〔
李
善
注
は
〕
直
前
に
〔『
漢
書
』〕
の
「
景
十
三
王
述
」
を
引
き
、
直
後
に
『
淮
南
子
』
の
高
誘
注
を
引
い
て
お
り
、両
者
が
連
接
し
て
〔
本
文
の
〕
「
軽
訬
」
を
解
釈
し
て
い
る
。
後
人
が
こ
れ
〔
＝
上
記
三
句
〕
を
添
え
て
、
そ
の
〔
両
者
の
〕
間
を
隔
て
截
断
し
た
の
は
、
正
し
く
な
い
。（
注
締
結
也
翩
翩
往
来
貌
奕
奕
軽
靡
之
貌
。
案
、
此
三
句
亦
不
當
有
。
上
引
景
十
三
王
述
、
下
引
淮
南
高
注
。
相
連
接
解
軽
訬
。
後
人
添
之
、
隔
截
其
間
、
非
）
右
の
本
文
は
、
李
善
注
『
文
選
』
巻
五
の
左
思
（
生
年
不
明
〜
三
〇
八
頃
）「
呉
都
賦
」
の
中
に
あ
る
。「
其
の
鄰
り
は
則
ち
任
侠
の
靡
、
軽
訬
の
客
有
り
。
交
わ
り
を
締
び
て
翩
翩
た
り
、儐
従
は
奕
奕
た
り
」
（
其
鄰
則
有
任
俠
之
靡
、
輕
訬
之
客
。
締
交
翩
翩
、
儐
從
奕
奕
）
で
あ
る
。
そ
の
李
善
注
に
い
う
。
『
漢
書
』
述
に
「
江
都
は
軽
訬
な
り
」
と
い
う
。
軽
薄
を
「
訬
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
締
」
は
、
結
ぶ
で
あ
る
。「
翩
翩
」
は
、
往
来
す
る
さ
ま
で
あ
る
。「
奕
奕
」
は
、
軽うわ
つ
い
た
靡
な
さ
ま
で
あ
る
。
高
誘
の
『
淮
南
子
』
注
に
「
訬
は
、軽
利
急
疾
な
り
」
と
い
う
。
（
漢
書
述
曰
、江
都
輕
訬
。
謂
輕
薄
爲
訬
也
。
締
、結
也
。
翩
翩
、
往
來
貌
。
奕
奕
、
輕
靡
之
貌
。
高
誘
淮
南
子
注
曰
、
訬
、
輕
利
急
疾
也
）
「
呉
都
賦
」
本
文
は
、「
軽
訬
」
の
あ
と
に
「
締
」「
翩
翩
」「
奕
奕
」
が
あ
る
。
李
善
の
引
く
『
漢
書
』
叙
伝
下
の
「
述
景
十
三
王
傳
」
は
「
軽
訬
」
の
典
故
で
あ
り
、
高
誘
の
『
淮
南
子
』
注
は
「
訬
」
の
説
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
李
善
注
で
は
、『
漢
書
』
と
高
誘
注
の
間
に
、
「
締
は
、
結
ぶ
な
り
。
翩
翩
は
、
往
来
の
貌
。
奕
奕
は
、
軽
靡
の
貌
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
文
の
語
序
に
従
え
ば
、
高
誘
注
の
後
に
配
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
胡
克
家
の
記
す
と
お
り
、「
此
の
三
句
も
亦
た
当
に
有
る
べ
か
ら
ず
」
な
の
で
あ
る
。
3
〈
注
已
見
西
京
賦
説
文
曰
挺
抜
也
達
鼎
切
〉
袁
本
と
茶
陵
本
に
は
、
こ
の
十
六ママ
字
が
無
く）10
（
、「
瓊
亦
玉
也
瓊
樹
恐
誤
也
」
と
い
う
九
字
が
有
る
。
考
察
す
る
に
、〔
袁
本
と
茶
陵
本
に
あ
る
九
字
の
二
字
目
の
〕「
亦
」
は
「
赤
」
に
作
る
べ
き
で
、『
説
文
』
の
玉
部
の
文
で
あ
る
。「
瓊
」
は
赤
い
が
〔
こ
の
注
の
付
さ
れ
た
謝
恵
連
「
雪
の
賦
」
の
〕「
雪
」
は
白
い
。
だ
か
ら
李
善
は
、〔
九
字
を
記
し
て
〕
謝
恵
連
の
誤
り
を
正
し
た
。
こ
の
注
は
お
そ
ら
く
〔「
十
六
字
」
と
九
字
の
〕
二
つ
と
も
有
り
、九
字
が
〔「
十
六
字
」
の
〕「
達
鼎
切
」
の
下
に
続
い
て
い
た
。
袁
本
と
茶
陵
本
48
の
二
本
は
ど
ち
ら
も
十
六
字
を
脱
落
さ
せ
、
尤
袤
本
は
別
本
に
拠
っ
て
校
勘
し
て
〔「
十
六
字
」
を
〕
補
っ
た
。
だ
が
誤
っ
て
九
字
を
取
り
去
っ
た
。
大
い
に
正
し
く
な
い
。（
注
已
見
西
京
賦
説
文
曰
挺
抜
也
達
鼎
切
。
袁
本
茶
陵
本
無
此
十
六
字
、
有
瓊
亦
玉
也
瓊
樹
恐
誤
也
九
字
。
案
、
亦
當
作
赤
、
説
文
玉
部
文
也
。
瓊
赤
雪
白
、
故
善
以
正
惠
連
之
誤
。
此
注
疑
兩
有
、
以
九
字
承
達
鼎
切
之
下
。
袁
茶
陵
二
本
皆
脱
十
六
字
、尤
據
別
本
校
補
之
、
但
誤
去
九
字
。
大
非
）
右
の
本
文
は
、
李
善
注
『
文
選
』
巻
十
三
の
謝
恵
連
（
三
九
七
〜
四
三
三
）「
雪
の
賦
」
に
あ
る
。「
庭
は
瑤
階
を
列
ね
、
林
は
瓊
樹
を
挺ぬ
き
ん
ず
」（
庭
列
瑤
階
、林
挺
瓊
樹
）
で
あ
る
。
そ
の
李
善
注
に
い
う
。
「
瑤
階
」
は
、玉
の
階
で
あ
り
、「
西
京
の
賦
」
に
既
出
す
る
。『
説
文
』
に
「
挺
は
、
抜
な
り
。
達
鼎
の
切
」
と
い
う
。『
荘
子
』
に
「
南
方
に
石
を
積
む
こ
と
千
里
、
樹
は
瓊
枝
と
名
づ
く
」
と
い
う
。（
瑤
階
、
玉
階
也
、
已
見
西
京
賦
。
説
文
曰
、
挺
、
抜
也
、
達
鼎
切
。
莊
子
曰
、
南
方
積
石
千
里
、
樹
名
瓊
枝
）
李
善
は
、「
雪
の
賦
」
本
文
の
「
瑤
階
」、「
挺
」、「
瓊
樹
」
の
順
に
付
注
し
て
い
る
。
胡
克
家
は
、
ま
ず
、
今
の
袁
本
と
茶
陵
本
に
は
「
已
見
西
京
賦
」
以
下
の
「
十
六
字
」
が
無
く
、「
瓊
亦
玉
也
」
以
下
の
九
字
は
あ
る
、
と
事
実
確
認
す
る
。
つ
い
で
、後
者
九
字
の
二
字
目
「
亦
」
は
「
赤
」
字
の
は
ず
で
、こ
れ
は
『
説
文
』
玉
部
の
引
文
で
あ
り
、李
善
が
、「
雪
の
賦
」
の
作
者
で
あ
る
謝
恵
連
の
「
誤
」
り
を
「
正
」
し
た
も
の
だ
、
と
指
摘
す
る
。「
瓊
」
は
『
説
文
』
に
拠
れ
ば
「
赤
玉
」
で
あ
り
、
雪
化
粧
し
た
「
樹
」
に
冠
す
る
に
は
不
適
切
だ
か
ら
だ
。
そ
の
上
で
胡
氏
は
、
も
と
も
と
前
者
の
「
十
六
字
」
も
後
者
の
九
字
も
と
も
に
李
善
注
に
あ
り
、
前
者
の
「
下
」
に
後
者
が
位
置
し
て
い
た
、
と
推
定
す
る
。
前
者
の
含
む
「
説
文
曰
挺
抜
也
」
が
本
文
「
挺
」
の
注
で
あ
り
、
後
者
の
「
瓊
赤
玉
也
」
が
「
瓊
樹
」
の
注
で
あ
る
か
ら
だ
。
胡
氏
は
こ
こ
で
、
本
文
の
語
順
に
即
し
て
、
李
善
注
の
前
者
と
後
者
の
位
置
を
推
定
し
て
い
る
。
袁
本
と
茶
陵
本
は
前
者
を
脱
落
さ
せ
た
が
、
尤
袤
本
は
前
者
を
「
補
」
っ
た
、
し
か
し
逆
に
後
者
の
九
字
を
「
誤
り
去
」
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
胡
氏
は
結
ぶ
。
4
〈
注
漢
書
武
帝
報
李
廣
曰
威
稜
憺
乎
鄰
國
〉
考
察
す
る
に
、
こ
の
十
四
字
は
、「
肄
は
、
習
う
な
り
」
の
下
に
あ
る
べ
き
だ
。
各
本
す
べ
て
逆
で
あ
る
。
陳
景
雲
が）11
（
「
別
本
で
は
、『
王
于
興
師
』
の
下
に
『
又
曰
』
か
ら
『
習
也
』
ま
で
の
二
十
二
字
が
接
し
て
お
り
、
そ
の
あ
と
『
漢
書
』
に
接
し
て
い
る
」
と
い
う
が
、〔
そ
の
別
本
は
〕
い
ま
未
見
で
あ
る
。（
注
漢
書
武
帝
報
李
廣
曰
威
稜
憺
乎
鄰
國
、
案
、
此
十
四
字
、
當
在
肄
習
也
下
。
各
本
皆
倒
。
陳
云
、
別
本
王
于
興
師
下
接
又
曰
至
習
也
廿
二
字
、
再
接
漢
書
。
今
未
見
）
右
の
本
文
は
、
李
善
注
『
文
選
』
巻
十
四
の
顔
延
之
（
三
八
四
〜
四
五
六
）「
赭
白
馬
の
賦
」
に
あ
る
。「
王
は
于ここ
に
言
を
興おこ
し
、
威
稜
を
49 謝霊運「華子崗に入る 是れ麻源の第三谷なり」詩末聯と胡克家と郭慶藩（佐竹）
闡
お
お
い
に
ひ
ら
き
肄なら
わ
す
」（
王
于
興
言
、
闡
肄
威
稜
）
で
あ
る
。
そ
の
李
善
注
に
い
う
。
『
毛
詩
』
に
「
王
は
于
に
師
を
興
す
」
と
い
う
。『
漢
書
』
に
武
帝
が
李
広
に
告
げ
て
「
威
稜
は
鄰
國
を
憺うご
か
す
」
と
い
う
。
又
た
「
言ここ
に
興
き
て
出
で
宿
る
」
と
い
う
。『
声
類
』
に
「
闡
は
、
大
い
に
開
く
な
り
」
と
い
う
。
賈
逵
の
『
国
語
』
注
に
「
肄
は
、
習
う
な
り
」
と
い
う
。（
毛
詩
曰
、
王
于
興
師
。
漢
書
武
帝
報
李
廣
曰
、
威
稜
憺
乎
鄰
國
。
又
曰
、
興
言
出
宿
。
聲
類
曰
、
闡
、
大
開
也
。
賈
逵
國
語
注
曰
、
肄
、
習
也
）
「
赭
白
馬
の
賦
」
本
文
の
語
は
、「
王
于
興
」、「
闡
」、「
肄
」、「
威
稜
」
の
順
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
李
善
注
は
、「
王
于
興
」
の
出
典
で
あ
る
「
毛
詩
」、「
闡
」
を
説
明
す
る
「
聲
類
」、「
肄
」
を
説
明
す
る
「
賈
逵
國
語
注
」、「
威
稜
」
の
出
典
で
あ
る
『
漢
書
』
の
順
に
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、「
漢
書
武
帝
」
以
下
の
「
十
四
字
」
は
、
今
の
テ
キ
ス
ト
の
「
習
也
」
の
あ
と
、
す
な
わ
ち
「
賈
逵
國
語
注
」
か
ら
の
引
文
の
あ
と
で
あ
り
、
最
後
尾
に
置
か
れ
て
い
た
は
ず
だ
、
と
胡
氏
は
い
う
。
加
え
て
、
今
の
李
善
注
の
順
序
で
は
、「
又
た
曰
く
『
興
言
出
宿
』」
が
「
漢
書
武
帝
」
以
下
「
十
四
字
」
の
直
後
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
又
た
曰
く
」
は
「
又
た
『
漢
書
』
に
曰
く
」
の
意
と
な
る
。
だ
が
「
興
言
出
宿
」
は
、『
漢
書
』
に
は
な
い
。
こ
れ
は
『
毛
詩
』
小
雅
「
小
明
」
の
句
で
あ
る
。
他
方
、「
漢
書
武
帝
」
以
下
「
十
四
字
」
を
最
後
尾
と
す
る
胡
氏
の
説
に
従
え
ば
、「
又
た
曰
く
」
は
、「『
毛
詩
』
曰
く
『
王
于
興
師
』」の
直
後
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て「
又
た
曰
く
」
は
、「
又
た
『
毛
詩
』
に
曰
く
」
の
意
と
な
る
。
胡
氏
説
な
ら
矛
盾
が
解
消
す
る
。
陳
景
雲
は
、
胡
氏
が
推
測
し
た
と
お
り
の
順
序
の
「
別
本
」
を
見
た
と
い
う
。
胡
氏
は
そ
れ
を
「
未
見
」
と
し
、
確
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
胡
氏
の
推
測
は
筋
が
通
っ
て
い
る
。
5
〈
注
郭
璞
山
海
經
注
曰
山
居
爲
棲
又
曰
遯
者
退
也
周
易
曰
龍
德
而
隱
遯
世
無
悶
〉
陳
景
雲
が
い
う
「『
又
曰
遯
者
退
也
』
と
い
う
六
字
は
、『
遯
世
無
悶
』
の
下
に
あ
る
べ
き
だ
。『
郭
璞
山
海
経
注
曰
山
居
為
棲
』
と
い
う
十
一
字
は
、
さ
ら
に
『
退
也
』
句
の
下
に
あ
る
べ
き
だ
」。
考
察
す
る
に
、〔
陳
氏
の
〕
校
勘
は
正
し
い
。
各
本
す
べ
て
逆
で
あ
る
。
思
う
に
、「
周
易
曰
」
以
下
の
十
一
字
が
、「
郭
璞
」
云
云
の
十
一
字
と
、
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。（
注
郭
璞
山
海
經
注
曰
山
居
爲
棲
又
曰
遯
者
退
也
周
易
曰
龍
德
而
隱
遯
世
無
悶
。
陳
云
、
又
曰
遯
者
退
也
此
六
字
、
當
在
遯
世
無
悶
下
。
郭
璞
山
海
經
注
曰
山
居
爲
棲
此
十
一
字
、
又
當
在
退
也
句
下
。
案
、
所
校
是
也
。
各
本
皆
倒
。
蓋
周
易
曰
十
一
字
與
郭
璞
云
云
十
一
字
、
互
換
其
處
耳
）
右
の
本
文
は
、
李
善
注
『
文
選
』
巻
二
十
一
の
郭
璞
（
二
七
六
〜
三
二
四
）「
遊
仙
詩
」
七
首
其
の
一
に
あ
る
。
初
聯
に
「
京
華
は
遊
侠
の
窟
、山
林
は
隠
遯
の
棲
」（
京
華
遊
俠
窟
、山
林
隱
遯
棲
）
と
あ
り
、
50
そ
の
李
善
注
に
い
う
。
郭
璞
の
『
山
海
経
』
注
に
「
山
居　
棲
と
為
す
」
と
い
う
。
又
た
「
遯
は
、
退
く
な
り
」
と
い
う
。『
周
易
』
に
「
龍
徳
に
し
て
隠
れ
、
世
を
遯
れ
て
悶
え
無
し
」
と
い
う
。（
郭
璞
山
海
經
注
曰
、
山
居
爲
棲
。
又
曰
、
遯
者
、
退
也
。
周
易
曰
、
龍
德
而
隱
、
遯
世
無
悶
）
「
遊
仙
詩
」
其
の
一
で
は
、「
隱
遯
」
の
次
に
「
棲
」
が
現
れ
る
。
よ
っ
て
李
善
注
で
は
、「
遯
」
を
説
明
す
る
「
又
曰
」
や
「
周
易
曰
」
が
、
「
棲
」
を
説
明
す
る
「
郭
璞
山
海
経
注
」
に
先
ん
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
加
え
て
、
今
の
李
善
注
の
順
序
で
は
、「
郭
璞
山
海
經
注
」
が
前
に
あ
る
た
め
に
、「
又
た
曰
く
」
の
主
語
が
「
郭
璞
山
海
經
注
」
に
な
る
。
し
か
し
「
郭
璞
山
海
經
注
」
に
、「
遯
者
退
也
」
は
見
当
た
ら
な
い
。「
遯
者
退
也
」
は
、『
周
易
』
序
卦
伝
に
あ
る
。「
物
は
以
て
久
し
く
其
の
所
に
居
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
之
れ
を
受
く
る
に『
遯
』
を
以
て
す
。
遯
は
、
退
く
な
り
。
物
は
以
て
終
遯
す
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
之
れ
を
受
く
る
に『
大
壮
』を
以
て
す
」（
物
不
可
以
久
居
其
所
、
故
受
之
以
遯
。
遯
者
、
退
也
。
物
不
可
以
終
遯
、
故
受
之
以
大
壯
）
と
い
う
一
段
中
の
句
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
又
曰
」
以
下
の
「
六
字
」
は
、「
郭
璞
山
海
經
注
」
以
下
「
十
一
字
」
の
後
で
は
な
く
、「
周
易
曰
」以
下「
十
一
字
」の
後
に
、位
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
文
選
考
異
』
所
引
の
陳
景
雲
は
そ
う
主
張
し
て
い
る
。
前
例
4
と
同
じ
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
陳
氏
の
主
張
に
、
胡
克
家
は
「
校
す
る
所
は
、
是
な
り
」
と
賛
同
し
て
い
る
。
李
善
が
『
文
選
』
本
文
に
現
れ
る
語
の
順
序
に
即
応
し
て
付
注
し
て
い
る
こ
と
は
、『
文
選
』
学
者
の
間
で
は
常
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
常
識
で
あ
っ
た
か
ら
、
李
善
注
の
範
例
と
し
て
こ
と
さ
ら
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
李
善
注
の
本
文
へ
の
即
応
性
を
前
提
と
し
た
論
述
は
、
ほ
か
に
も
往
々
見
い
だ
し
う
る
。
た
と
え
ば
、
斯
波
六
郎
『
文
選
李
善
注
所
引
尚
書
攷
證
』（
汲
古
書
院　
一
九
八
二
）
所
収
の
「
文
選
李
善
注
引
文
義
例
攷
」
六
五
頁
に
い
う
。
（
二
）
正
文
の
叙
次
に
順
ひ
て
引
文
の
原
叙
を
改
む
る
こ
と
有
る
の
例
右
の
題
目
の
も
と
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
李
善
が
、
自
ら
引
い
た
典
故
の
原
文
の
順
序
を
、『
文
選
』本
文
の
語
序
に
合
わ
せ
て
、「
改
」
め
て
い
る
例
で
あ
る
。
五
　
郭
慶
藩
『
莊
子
集
釋
』
の
推
定
前
章
に
挙
げ
た
よ
う
に
、胡
克
家
は
、李
善
注
の
順
序
が
、『
文
選
』
本
文
の
語
序
に
ぴ
た
り
と
即
応
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。し
か
も
、
そ
れ
を
校
勘
の
論
拠
に
し
て
い
た
。
で
は
「
華
子
崗
」
末
聯
で
は
ど
う
か
。
前
章
冒
頭
に
挙
げ
た
「
華
子
崗
」
末
聯
の
本
文
と
注
を
、
番
号
と
と
も
に
再
掲
す
る
。
本
文
は
「　
」
で
示
す
。
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「
恒
充
（
①
）
俄
頃
（
②
③
）
用
、
豈
爲
古
今
（
⑤
⑥
）
然
」
①
小
雅
曰
、
充
、
猶
備
也
。
②
江
賦
曰
、
千
里
俄
頃
。
③
何
休
公
羊
注
曰
、
俄
者
、
須
臾
之
間
也
。
④
司
馬
彪
莊
子
注
曰
、
常
久
也
。
⑤
莊
子
曰
、
尊
古
卑
今
、
學
者
之
流
也
。
⑥
郭
象
曰
、
古
無
所
尊
、
今
無
所
卑
、
而
學
者
尊
古
卑
今
、
失
其
原
矣
。
胡
氏
は
「
注
引
の
司
馬
彪
荘
子
注
曰
く
『
常
久
也
』」
を
「
証
」
と
し
て
、「
恒
は
当
に
常
に
作
る
べ
し
」と
主
張
す
る
。
胡
氏
の
主
張
は
、
「
注
引
の
司
馬
彪
荘
子
注
」
が
本
文
初
字
の
「
恒
」
の
注
で
あ
る
と
の
認
識
を
、
前
提
と
す
る
。
だ
が
そ
れ
な
ら
、
前
章
に
見
て
き
た
と
お
り
、「
司
馬
彪
莊
子
注
曰
、
常
久
也
」
は
、
右
の
李
善
注
の
最
初
に
位
置
す
る
は
ず
だ
。
し
か
し
こ
の
十
字
は
、
李
善
注
所
引
の
典
故
の
4
番
目
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
矛
盾
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
胡
氏
も
、
ま
た
彼
の
主
張
に
賛
同
す
る
人
々
も
、
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
な
い
。
も
と
よ
り
右
の
④
の
十
字
が
、
李
善
注
所
引
典
故
の
最
初
に
位
置
す
る
テ
キ
ス
ト
は
見
当
た
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
信
頼
で
き
る
古
い
版
本
や
写
本
に
は
皆
無
で
あ
る
。
④
「
司
馬
彪
莊
子
注
曰
、
常
久
也
」
を
、
初
字
「
恒
」
へ
の
注
だ
と
す
る
胡
克
家
の
認
識
自
体
が
、
じ
つ
は
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
で
は
、
本
文
の
ど
の
語
に
付
さ
れ
た
注
な
の
か
。
本
文
の
語
順
に
即
応
す
る
と
い
う
李
善
注
の
原
則
に
照
ら
せ
ば
、本
文
「
俄
頃
」
以
下
「
古
今
」
以
前
の
語
に
対
す
る
注
に
な
る
。
そ
し
て
実
際
、「
司
馬
彪
莊
子
注
曰
、
常
久
也
」
は
、「
俄
頃
」
の
「
頃
」
に
対
す
る
注
だ
と
考
え
た
人
物
が
い
る
。『
文
選
』
学
者
で
は
な
い
。『
莊
子
』
学
者
の
郭
慶
藩
（
一
八
四
四
〜
一
八
九
六
）
で
あ
る）12
（
。
現
存
す
る
司
馬
彪
の
荘
子
注
に
、「
常
久
也
」
と
い
う
句
は
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
郭
慶
藩
は
、『
莊
子
』
山
木
篇
の
次
の
説
話
に
、
司
馬
彪
が
「
常
久
也
」
と
付
注
し
て
い
た
は
ず
だ
、
と
推
定
す
る
。
そ
の
説
話
を
挙
げ
る
。
あ
る
日
、
南
か
ら
巨
大
な
鵲
が
飛
ん
で
き
て
、
荘
周
の
ひ
た
い
に
触
れ
、栗
林
に
止
ま
っ
た
。
荘
周
が
鵲
を
捕
ら
え
よ
う
と
近
づ
く
と
、
鵲
は
カ
マ
キ
リ
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
て
荘
周
に
気
づ
か
ず
、
カ
マ
キ
リ
は
蝉
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
て
鵲
に
気
づ
か
ず
、
蝉
は
木
蔭
に
満
足
し
て
カ
マ
キ
リ
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
荘
周
は
慄
然
と
し
て
そ
こ
か
ら
逃
げ
だ
し
、
山
沢
管
理
の
役
人
に
叱
責
さ
れ
、
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
三
ヶ
月
、
庭
に
も
出
な
か
っ
た
。
藺
且
が
見
舞
う
と
、
荘
周
は
自
ら
の
不
覚
を
語
り
出
し
た）13
（
。
以
下
に
、
荘
周
の
帰
宅
か
ら
藺
且
の
見
舞
い
ま
で
の
原
文
を
引
用
す
る
。荘
周　
反かえ
り
て
入
り
、
三
月　
庭
せ
ず
。
藺
且　
従
い
て
之
れ
に
問
う
に
「
夫
子
は
何
為
れ
ぞ
頃
間
甚
し
く
庭
せ
ざ
る
か
」
と
。
（
莊
周
反
入
、
三
月
不
庭
。
藺
且
從
而
問
之
、
夫
子
何
爲
頃
間
甚
不
庭
乎
）
右
の
「
三
月
不
庭
」
に
、
陸
徳
明
（
五
五
六
〜
六
二
七
）「
經
典
釋
52
文）14
（
」
が
次
の
よ
う
に
記
す
。
あ
る
本
は
、〔「
三
月
」
を
〕「
三
日
」
に
作
る
。
司
馬
〔
彪
〕
は「
庭
中
に
出
坐
せ
ざ
る
こ
と
三
月
」と
い
う
。（
一
本
作
三
日
。
司
馬
云
、
不
出
坐
庭
中
三
月
）
陸
徳
明
が
底
本
と
し
た
「
荘
子
」
は
「
三
月
不
庭
」
に
作
っ
て
い
た
が
、
陸
氏
は
ほ
か
に
、「
三
日
不
庭
」
に
作
る
本
を
見
て
い
た
。
だ
が
司
馬
彪
は
、
陸
氏
の
底
本
と
同
じ
「
三
月
不
庭
」
に
拠
っ
て
い
る
。「
經
典
釋
文
」
が
「
司
馬
云
う
『
庭
中
に
出
坐
せ
ざ
る
こ
と
三
月
』」
と
引
く
か
ら
で
あ
る
。
郭
慶
藩
は
、
こ
の
司
馬
彪
の
文
に
着
目
し
、
そ
の
上
で
『
文
選
』
所
収
の
郭
璞
「
江
の
賦
」
と
謝
霊
運
「
華
子
崗
」
の
李
善
注
に
意
識
を
届
か
せ
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
慶
藩
が
考
察
す
る
に
、『
文
選
』
の
郭
璞
「
江
の
賦
」
の
注
が
、
「
司
馬
云
う
『
頃
、
久
な
り
』」
を
引
い
て
い
る
。
謝
霊
運
「
華
子
洞ママ
に
入
る　
是
れ
麻
源
の
第
三
谷
な
り
」
詩
の
注
が
、「
司
馬
云
う
『
頃ママ
、
常
久
な
り
』」
を
引
い
て
い
る
。「
経
典
釈
文
」
は
〔
司
馬
彪
注
の
一
部
で
あ
る
こ
の
「
頃
（
常
）
久
也
」
を
〕
欠
落
さ
せ
て
い
る
。（
慶
藩
案
、文
選
郭
景
純
江
賦
注
引
司
馬
云
、
頃
久
也
。
謝
靈
運
入
華
子
洞
是
麻
源
第
三
谷
詩
注
引
司
馬
云
、
頃
常
久
也
。
釋
文
闕
）
郭
慶
藩
の
引
く
郭
璞
「
江
の
賦
」
は
、
李
善
注
『
文
選
』
巻
十
二
に
あ
り
、
長
江
を
行
く
舟
を
、
次
の
よ
う
に
詠
う
。
倐
忽
數
百　
　
　
　
た
ち
ま
ち
数
百
里
千
里
俄
頃　
　
　
　
千
里
も
「
俄
頃
」
飛
廉
無
以
睎
其
蹤　
風
神
飛
廉
も
そ
の
跡
を
見
る
す
べ
無
く
渠
黃
不
能
企
其
景　
名
馬
渠
黄
も
そ
の
影
を
望
み
や
れ
な
い
右
の
「
千
里
俄
頃
」
句
に
、
次
の
李
善
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
何
休
の
『
公
羊
伝
』
注
に
「
俄
と
は
、
須
臾
の
間
な
り
」
と
い
う
。
司
馬
彪
の
『
荘
子
』
注
に
「
頃
は
、
久
し
き
な
り
」
と
い
う
。
王
肅
の
『
孔
子
家
語
』
注
に
「
俄
は
、
有
頃
な
り
」
と
い
う
。（
何
休
公
羊
傳
注
曰
、
俄
者
、
須
臾
之
間
。
司
馬
彪
莊
子
注
曰
、
頃
、
久
也
。
王
肅
家
語
注
曰
、
俄
、
有
頃
也
）
郭
慶
藩
の
記
す
と
お
り
、「
司
馬
彪
莊
子
注
」
が
引
か
れ
「
頃
、久
也
」
と
あ
る
。
郭
氏
が
次
に
引
く
謝
霊
運
「
華
子
崗
」
の
李
善
注
は
、
前
掲
し
た
と
お
り
「
司
馬
彪
莊
子
注
曰
常
久
也
」
で
あ
り
、郭
氏
の
記
す
「
頃
」
字
が
無
い
。
郭
氏
が
見
た
『
文
選
』
本
に
は
「
頃
」
字
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
郭
氏
が
「
頃
」
字
の
脱
落
と
見
た
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
郭
慶
藩
は
、「
華
子
崗
」
に
付
さ
れ
た
「
司
馬
彪
莊
子
注
」
が
、
郭
璞
「
江
の
賦
」
に
付
さ
れ
た
も
の
と
同
一
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
司
馬
彪
莊
子
注
」
の
出
処
が
、前
掲
し
た
『
莊
子
』
山
木
篇
の
司
馬
彪
注
だ
と
、
郭
慶
藩
は
推
定
し
て
い
る
。
山
木
篇
の
藺
且
の
言
葉
「
頃
間
甚
不
庭
」
の
「
頃
」
に
対
す
る
注
で
あ
り
、
陸
徳
明
の
引
く
「
不
出
坐
庭
中
三
月
」
に
続
く
も
の
だ
、
と
。
つ
ま
り
郭
慶
藩
は
、『
莊
子
』
山
木
篇
へ
の
司
馬
彪
注
を
、
陸
徳
明
所
引
文
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お
よ
び
『
文
選
』
の
「
江
の
賦
」「
華
子
崗
」
に
対
す
る
李
善
注
所
引
文
か
ら
、
脳
内
で
再
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
視
化
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。『
莊
子
』
本
文
を
「　
」
で
示
す
。
「
莊
周
反
入
、
三
月
不
庭
。
藺
且
從
而
問
之
、
夫
子
何
爲
頃
間
甚
不
庭
乎
」
司
馬
彪
曰
、不
出
坐
庭
中
三
月
。
頃
、（
常
）
久
也
。
「
常
」
は
「
長
」
の
音
通
で
あ
ろ
う
。
司
馬
彪
は
な
ぜ
「
頃
、（
常
）
久
也
」
と
記
し
た
の
か
。
陸
徳
明
所
引
文
に
拠
れ
ば
、司
馬
彪
は
『
莊
子
』
本
文
を
、「
三
日
不
庭
」
で
は
な
く
、「
三
月
不
庭
」
で
読
ん
で
い
る
。
な
ら
ば
『
莊
子
』
本
文
の
「
藺
且
」
の
い
う
「
頃
間
」
は
、「
三
月
」と
等
価
と
な
る
。「
三
月
」は
短
い
期
間
で
は
な
い
。
だ
か
ら「
頃
、
（
常
）
久
也
」
と
付
注
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
郭
慶
藩
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
王
念
孫
（
一
七
四
四
〜
一
八
三
二
）
の
言
及
か
ら
も
類
推
で
き
る
。
郭
慶
藩
よ
り
半
世
紀
以
上
前
の
王
念
孫
は
、次
の
よ
う
に
記
し
て
、
「
三
日
不
庭
」
を
妥
当
と
す
る）15
（
。
あ
る
本
が
「
三
日
」
に
作
る
の
が
、
正
し
い
。
後
文
に
「
夫
子
は
頃
間
甚
だ
庭
せ
ず
」
と
い
う
。
三
ヶ
月
の
長
さ
は
、「
頃
間
」
と
は
言
え
な
い
か
ら
だ
。（
一
本
作
三
日
、
是
也
。
下
文
言
夫
子
頃
間
甚
不
庭
。
若
三
月
之
久
、
不
得
言
頃
間
矣
）
王
念
孫
が
「
三
日
」
を
「
是
」
と
す
る
論
拠
が
、
藺
且
の
「
頃
間
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
王
念
孫
の
言
語
感
覚
で
は
、「
頃
」
は
短
い
期
間
だ
っ
た
。
「
頃
」
に
は
、
幅
の
あ
る
曖
昧
性
が
つ
き
ま
と
う
。
郭
慶
藩
は
、
底
本
の
「
三
月
」
に
拠
っ
た
。
お
そ
ら
く
山
木
篇
の
文
脈
か
ら
、
長
い
間
荘
周
が
外
に
出
な
か
っ
た
か
ら
、
藺
且
が
い
ぶ
か
し
く
思
っ
て
見
舞
っ
た
、
と
解
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
意
味
上
の
幅
を
持
つ
「
頃
間
」
を
、「
久
」
意
に
偏
ら
せ
る
司
馬
彪
注
が
必
要
だ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
司
馬
彪
注
を
、陸
徳
明
「
經
典
釋
文
」
は
引
用
し
な
が
ら
も
、
「
頃
間
」
を
「
久
」
に
偏
ら
せ
る
「
頃
、（
常
）
久
也
」
は
省
い
た
。
大
事
な
一
文
を
省
い
た
陸
氏
の
引
用
の
不
備
を
指
摘
し
た
の
が
、
前
掲
し
た
郭
慶
藩
の
最
後
の
三
字
「
釋
文
闕
」
で
あ
ろ
う
。
六
　 
む
す
び
に
か
え
て
│
│
「
華
子
崗
」
末
聯
の
本
文
と
李
善
注
の
復
元
、
お
よ
び
さ
ら
な
る
問
題
点
前
々
章
の
胡
克
家
の
諸
説
へ
の
検
討
と
、
前
章
の
郭
慶
藩
の
推
定
へ
の
検
討
を
経
た
上
で
、
謝
霊
運
「
華
子
崗
」
の
末
聯
に
戻
れ
ば
、
い
か
な
る
こ
と
が
言
え
る
か
。
第
一
に
、「
華
子
崗
」
末
聯
「
恒
充
俄
頃
用
、
豈
爲
古
今
然
」
の
初
字「
恒
」は
、こ
の
ま
ま
で
よ
い
。
胡
克
家
の
校
勘
の
よ
う
に「
常
」
に
改
め
る
必
要
は
な
い
。
胡
氏
ら
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
、
李
善
注
の
「
司
馬
彪
莊
子
注
曰
常
久
也
」
十
字
を
、「
恒
」
に
対
す
る
注
と
す
る
認
定
自
体
が
、
成
り
た
ち
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
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第
二
に
、
李
善
注
の
上
記
十
字
は
、
そ
の
配
置
や
郭
慶
藩
の
推
定
か
ら
、「
華
子
崗
」
末
聯
四
字
目
の
「
頃
」
に
対
す
る
注
と
考
え
う
る
。
そ
し
て
「
華
子
崗
」
の
「
頃
」
を
「
常
久
」
あ
る
い
は
「
久
」
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、「
頃
」
は
、
直
前
の
「
俄
」
と
は
、
逆
の
意
味
に
な
る
。「
華
子
崗
」
末
聯
三
字
目
の
「
俄
」
は
、
前
章
に
挙
げ
た
郭
璞
「
江
の
賦
」
や
謝
霊
運
「
華
子
崗
」
へ
の
李
善
注
に
「
何
休
の
『
公
羊
』
注
に
曰
く
『
俄
と
は
、須
臾
の
間
な
り
』」
と
あ
る
と
お
り
、
「
須
臾
」
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
俄
」
が
「
須
臾
」、「
頃
」
が
「
久
」
で
あ
れ
ば
、「
俄
頃
」
は
、
時
間
の
長
短
と
い
う
点
で
、
類
義
複
合
語
で
は
な
く
、
反
義
複
合
語
と
な
る
。
そ
れ
で
よ
い
の
か
。
し
か
し
こ
れ
は
、「
華
子
崗
」
末
聯
を
再
度
見
れ
ば
、
納
得
さ
れ
る
。
恒
充
俄
頃
用
、
豈
爲
古
今
然
。
末
聯
は
整
然
た
る
対
偶
で
あ
る
。「
俄
頃
」
の
対
語
は
「
古
今
」
で
あ
る
。「
古
今
」
は
、
時
間
の
先
後
を
い
う
反
義
複
合
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
俄
頃
」
と
「
古
今
」
と
は
、
前
者
が
時
間
の
長
短
を
、
後
者
が
時
間
の
先
後
を
提
示
し
つ
つ
、
と
も
に
反
義
複
合
語
と
し
て
配
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
俄
頃
」
を
「
少
時
」、「
古
今
」
を
「
長
久
」
と
解
し
て
、「
俄
頃
」
と
「
古
今
」
を
単
な
る
時
間
の
長
短
の
対
と
見
る
、
五
臣
の
張
銑
の
説
明
は
、
は
た
し
て
妥
当
か
。
張
銑
は
い
う
。
恒
に
少
時
に
楽
し
み
を
為
す
の
用
に
充
て
、
久
長
の
事
を
為
す
に
は
足
ら
ず
。（
恒
充
少
時
爲
樂
、
不
足
爲
久
長
之
事
）
右
の
張
銑
の
解
は
、
歴
代
分
か
り
や
す
い
と
し
て
評
判
が
よ
い）16
（
。
他
方
、
こ
こ
に
李
善
は
、「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
古
の
独
往
は
、
必
ず
天
下
を
軽
ん
じ
、
世
を
顧
み
ず
。
而
れ
ど
も
己
れ
の
独
往
は
、
常
に
俄
頃
の
間
に
充
つ
。
豈
に
古
を
尊
び
今
を
卑
し
む
が
為
め
に
し
て
然
ら
ん
や
」（
言
古
之
獨
往
、必
輕
天
下
、不
顧
於
世
。
而
己
之
獨
往
、
常
充
俄
頃
之
間
、
豈
爲
尊
古
卑
今
而
然
哉
）
と
解
説
を
付
す
。
こ
の
李
善
の
解
は
、「
寧
ろ
其
の
説
を
晦
く
し
て
顧
み
ず
」（
寧
晦
其
説
而
不
顧）17
（
）、
詩
を
わ
ざ
わ
ざ
難
解
に
し
て
い
る
、
と
非
難
さ
れ
る）18
（
。
し
か
し
、「
俄
頃
」
と
「
古
今
」
が
単
な
る
時
間
の
長
短
の
対
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
反
義
を
秘
め
る
複
合
語
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
詩
は
、
五
臣
の
張
銑
の
よ
う
に
、
単
純
明
快
に
落
着
す
る
も
の
な
の
か
。
そ
も
そ
も
李
善
は
、
い
か
な
る
意
図
で
、「
寧
ろ
其
の
説
を
晦
く
す
る
」
よ
う
な
文
を
綴
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
を
考
察
す
る
に
は
、「
華
子
崗
」
全
篇
を
、
再
度
丁
寧
に
辿
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
紙
幅
を
、
別
稿
に
て
費
や
す
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。
　
注
（
1
）　
『
文
選
』
は
、
尤
袤
本
李
善
注
『
文
選
』（
石
門
図
書
有
限
公
司
影
印　
一
九
七
六
）
に
拠
り
、
足
利
学
校
蔵
明
州
刊
本
（
人
民
文
学
出
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版
社
影
印　
二
〇
〇
八
）、『
奎
章
閣
所
藏
六
臣
注
本
文
選
』（
다
운
샘
影
印　
一
九
九
六
再
版　
一
九
八
三
初
版
）
を
参
照
し
、
謝
霊
運
詩
に
つ
い
て
は
黄
節
『
謝
康
樂
詩
注
』（
人
民
文
学
出
版
社　
一
九
五
八
）、
顧
紹
柏
『
謝
霊
運
集
校
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社　
一
九
八
七
）
等
を
参
照
し
た
。
正
史
は
百
衲
本
に
拠
り
、
中
華
書
局
標
点
本
を
参
照
し
た
。
他
は
、
注
記
の
な
い
限
り
、
四
部
叢
刊
本
に
拠
っ
た
。
（
2
）　
前
掲
顧
紹
柏
氏
も
指
摘
す
る
と
お
り
、『
太
平
寰
宇
記
』（
一
〇
世
紀
編
纂
。
嘉
慶
八
年
序
重
校
刊
本
影
印
版
に
拠
る
。
文
海
出
版
社　
一
九
六
三
。
中
華
書
局
が
二
〇
〇
〇
年
に
出
版
し
た
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
宋
刻
本
影
印
版
に
は
、
所
引
部
分
の
丁
が
脱
落
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
中
華
書
局
発
行
の
王
文
楚
等
点
校
本
に
は
含
ま
れ
る
）
巻
一
一
〇
「
江
南
西
道
八
」
の
建
昌
軍
南
城
県
に
「
西
北
有
麻
源
。
謝
靈
運
題
入
華
子
岡
是
麻
源
第
三
谷
詩
曰
、
銅
陵
詠
碧
澗
、
石
磴
瀉
紅
泉
、
即
此
處
」
と
あ
り
、
建
昌
軍
南
城
県
は
、
劉
宋
代
の
臨
川
郡
に
属
す
。『
宋
書
』
巻
六
七
謝
霊
運
伝
に
よ
れ
ば
、
謝
霊
運
は
晩
年
臨
川
内
史
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
3
）　
武
内
義
雄
「
老
子
と
荘
子
」（『
武
内
義
雄
全
集　
第
六
巻　
諸
子
篇
一
』
角
川
書
店
一
九
七
八
。
初
出
は
岩
波
書
店
一
九
三
〇
）
八
九
・
九
〇
頁
は
、「
淮
南
王
莊
子
略
要
」
が
、
陸
徳
明
「
經
典
釋
文
」
叙
録
に
い
う
「
莊
子
五
十
二
篇
」
中
の
「
解
説
三
」
篇
の
一
篇
で
あ
り
、
「
淮
南
王
門
下
の
学
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」
と
推
定
す
る
。
（
4
）　
『
文
選
』（
中
華
書
局　
一
九
七
七
）
附
録
「
文
選
考
異
」
に
拠
る
。
（
5
）　
『
文
選
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
斯
波
六
郎
『
文
選
諸
本
の
研
究
』
（
斯
波
博
士
退
官
記
念
事
業
会　
一
九
五
七
）、
同
「
旧
鈔
本
文
選
集
注
巻
第
八
校
勘
記
」（『
文
選
索
引　
附
録
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　
一
九
五
九
）、
傅
剛
『《
文
選
》
版
本
研
究
』（
北
京
大
学
出
版
社　
二
〇
〇
〇
）、
范
志
新
『
文
選
版
本
論
稿
』（
江
西
人
民
出
版
社　
二
〇
〇
三
）、
郭
宝
軍
『
宋
代
文
選
学
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社　
二
〇
一
〇
）、
同
『
胡
克
家
本
《
文
選
》
研
究
』（
河
南
大
学
出
版
社　
二
〇
一
四
）、孔
令
剛
『
奎
章
閣
本
《
文
選
》
研
究
』（
河
南
大
学
出
版
社　
二
〇
一
四
）、
趙
蕾
『
朝
鮮
正
徳
四
年
本
《
五
臣
注
文
選
》
研
究
』（
河
南
大
学
出
版
社　
二
〇
一
四
）、王
立
群
『《
文
選
》
版
本
注
釋
綜
合
研
究
』（
大
象
出
版
社　
二
〇
一
四
）、
金
少
華
『
古
抄
本
《
文
選
集
注
》
研
究
』（
浙
江
大
学
出
版
社　
二
〇
一
五
）
等
を
参
照
。
以
下
も
同
じ
。
（
6
）　
清
光
緒
八
年
（
一
八
八
二
）
刻
本
の
影
印
本
に
拠
る
。『《
文
選
》
研
究
文
献
輯
刊
』（
国
家
図
書
館
出
版
社　
二
〇
一
三
）
所
収
。
（
7
）　
兪
紹
初
「
前
言
」（『
新
校
訂
六
家
注
文
選
』
第
1
冊　
鄭
州
大
学
出
版
社　
二
〇
一
三
）
参
照
。
（
8
）　
九
條
家
本
に
つ
い
て
は
、
斯
波
六
郎
「
九
條
本
文
選
解
説
」（『
文
選
索
引
附
録
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　
一
九
五
九
）、
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会　
一
九
六
七
）
一
四
九
三
〜
九
四
頁
、中
村
宗
彦
『
九
條
本
文
選
古
訓
集
』（
風
間
書
房　
一
九
八
三
）、
山
崎
誠
「
式
家
文
選
学
一
斑
―
―
文
選
集
注
の
利
用
」（『
中
世
学
問
史
の
基
礎
と
展
開
』
和
泉
書
院　
一
九
九
三
）、
阿
部
隆
一
「
東
山
御
文
庫
尊
蔵
（
九
条
家
旧
蔵
）
旧
鈔
本
文
選
に
つ
い
て
」（『
阿
部
隆
一
遺
稿
集　
第
一
巻　
宋
元
版
篇
』
汲
古
書
院　
一
九
九
三
）、佐
竹
保
子
「
九
條
本
『
文
選
』
の
識
語
の
検
討
」（『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
四
号　
一
九
九
九
）
等
参
照
。
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（
9
）　
海
外
珍
蔵
善
本
叢
書
『
唐
鈔
本
文
選
集
註
彙
存
』（
上
海
古
籍
出
版
社　
二
〇
〇
〇
）
に
拠
る
。
（
10
）　
原
文
は
「
十
六
字
」
だ
が
、「
已
見
西
京
賦
説
文
曰
挺
抜
也
達
鼎
切
」
を
指
す
の
で
「
十
四
字
」
が
正
確
で
あ
る
。「
六
」
は
「
四
」
の
誤
字
か
。
（
11
）　
原
文
は
「
陳
」
だ
が
、胡
克
家
「
文
選
考
異
序
」
と
「
文
選
考
異
」
巻
一
に
「
陳
少
章
」「
陳
少
章
景
雲
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、陳
景
雲
、
字
は
少
章
（
一
六
七
〇
〜
一
七
四
七
）
を
指
す
。
（
12
）　
郭
慶
藩
『
莊
子
集
釋
』
巻
七
上
。
思
賢
講
舎　
光
緒
二
十
年 
（
一
八
九
四
）
序
。
（
13
）　
「
莊
周
遊
於
雕
陵
之
樊
、
覩
一
異
鵲
自
南
方
來
者
。
翼
廣
七
尺
、
目
大
運
寸
、
感
周
之
顙
、
而
集
於
栗
林
。
莊
周
曰
、
此
何
鳥
哉
、
翼
殷
不
逝
、
目
大
不
覩
。
蹇
裳
躩
步
、
執
彈
而
留
之
。
覩
一
蟬
、
方
得
美
蔭
而
忘
其
身
、
螳
蜋
執
翳
而
搏
之
、
見
得
而
忘
其
形
。
異
鵲
從
而
利
之
、
見
利
而
忘
其
眞
。
莊
周
怵
然
曰
、
噫
、
物
固
相
累
、
二
類
相
召
也
。
捐
彈
而
反
走
、
虞
人
逐
而
誶
之
。
莊
周
反
入
、
三
月
不
庭
。
藺
且
從
而
問
之
、
夫
子
何
爲
頃
間
甚
不
庭
乎
。
莊
周
曰
、
吾
守
形
而
忘
身
、
觀
於
濁
水
而
迷
於
清
淵
。
且
吾
聞
諸
夫
子
曰
、
入
其
俗
、
從
其
俗
。
今
吾
遊
於
雕
陵
而
忘
吾
身
、
異
鵲
感
吾
顙
、
遊
於
栗
林
而
忘
眞
、
栗
林
虞
人
以
吾
為
戮
、
吾
所
以
不
庭
也
」。
た
だ
し
、「
庭
」
字
は
、「
鳴
沙
石
室
古
籍
叢
殘　
續
」（『
羅
雪
堂
先
生
全
集　
三
編
』
第
八
冊　
文
華
出
版
公
司　
一
九
七
〇
）
の
「
唐
寫
本
莊
子　
存
山
木
篇
」
に
は
、「
三
月
不
迋
」「
何
為
頃
間
甚
不
迋
乎
」
に
作
る
。「
迋
」
は
『
説
文
解
字
』
第
二
下
に
「
迋
、
往
也
」
と
あ
る
。
こ
の
点
は
劉
文
典
『
莊
子
補
正
』（
中
華
書
局　
二
〇
一
五
）
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
家
か
ら
外
に
出
る
「
往
」
意
の
「
迋
」
字
は
、
十
三
經
注
疏
本
『
春
秋
左
氏
傳
』（
芸
文
印
書
館　
一
九
七
六
）
の
襄
公
二
十
八
年
に
「
君
使
子
展
迋
勞
於
東
門
之
外
」、襄
公
三
十
一
年
に
「
印
段
迋
労
于
棐
林
」
と
見
い
だ
さ
れ
る
。
（
14
）　
『
經
典
釋
文
』
は
、
盧
文
弨
攷
證
本
（
文
瀾
閣 　
一
八
七
一
）
に
拠
る
。
（
15
）　
郭
慶
藩
『
莊
子
集
釋
』
巻
七
上
所
引
。
も
と
は
王
念
孫
『
讀
書
雜
志
餘
編
』
上
巻
「
莊
子
」。
醉
六
堂　
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）。
王
念
孫
は
、『
莊
子
』
本
文
の
「
庭
」
が
「
逞
」
の
音
通
で
「
不
庭
」
は
「
不
快
」
意
で
あ
る
こ
と
を
考
証
す
る
た
め
に
、
本
条
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
（
16
）　
た
と
え
ば
、
孫
礦
評
・
閔
齊
華
注
『
孫
月
峰
先
生
評
文
選
』（
明
末
刻
本　
前
掲
『《
文
選
》
研
究
文
献
輯
刊
』
所
収
）
巻
一
三
に
「
銑
註
謂
、
恒
充
少
時
爲
樂
之
用
、
不
足
爲
長
久
之
事
。
銑
説
爲
長
」、
何
焯
『
義
門
読
書
記
』「
文
選
」（
乾
隆
三
十
四
年
長
洲
蔣
氏
刻
本
影
印
本　
同
上
所
収
）
巻
二
に
「
張
銑
注
、
少
時
爲
樂
、
不
足
爲
長
久
之
事
、
於
文
義
較
明
」
な
ど
。
（
17
）　
于
光
華
『
重
訂
文
選
集
評
』（
国
家
図
書
館
出
版
社　
二
〇
一
二
）
巻
六
に
「
此
篇
所
用
獨
往
古
今
等
字
、
原
是
尋
常
通
用
。
説
者
必
欲
以
莊
子
、
強
爲
之
合
、
寧
晦
其
説
而
不
顧
」。
（
18
）　
な
お
所
引
の
李
善
注
は
「
常
充
俄
頃
之
間
」
に
作
り
、本
文
の
「
恒
」
を
「
常
」
に
変
え
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
李
善
注
『
文
選
』
本
文
が
「
常
」
に
作
っ
て
い
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
以
下
に
示
す
。
同
じ
『
文
選
』
巻
二
六
で
、李
善
が
冒
頭
に
多
く
「
言
」
と
冠
し
て
み
ず
か
ら
説
明
す
る
文
で
、『
文
選
』
本
文
と
字
の
異
な
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る
箇
所
が
八
例
見
い
だ
さ
れ
る
。
同
じ
く
巻
二
七
に
は
三
例
、
謝
霊
運
詩
を
も
っ
と
も
多
く
含
む
巻
二
二
に
は
七
例
あ
る
。
巻
二
六
の
例
は
以
下
の
と
お
り
。
①
顔
延
之
「
和
謝
監
靈
運
」
の
二
八
句
目
「
年
往
志
不
偕
」
の
李
注
「
言
年
既
日
往
、志
意
已
衰
、不
與
子
倶
也
」
で
、
本
文
「
偕
」
が
「
倶
」
字
に
。
②
潘
岳
「
河
陽
縣
作
」
二
首
其
の
一
の
三
句
目
「
在
疚
妨
賢
路
」
の
李
注
「
言
己
在
病
以
妨
賢
路
也
」
で
、
本
文
「
疚
」
が
「
病
」
字
に
。
③
同
じ
く
一
四
句
目
「
升
降
在
一
朝
」
の
李
注
「
二
者
升
降
、
在
於
倏
忽
、
以
喻
人
之
榮
辱
、
亦
在
須
臾
。
言
不
足
歎
也
」
で
、本
文
「
一
朝
」
が
「
倏
忽
」
に
。
④
謝
靈
運
「
永
初
三
年
七
月
十
六
日
之
郡
初
發
都
」
の
五
聯
目
「
如
何
懷
土
心
、
持
此
謝
遠
度
」
の
李
注
「
言
如
何
同
彼
懷
土
之
心
、持
此
彌
慙
遠
度
也
」
で
、
本
文
「
謝
」
が
「
慙
」
に
。
⑤
同
じ
く
末
聯
「
將
窮
山
海
迹
、
永
絶
賞
心
悟
」
の
李
注
「
言
今
遠
遊
、
將
窮
山
海
之
迹
、
賞
心
之
對
、
於
此
長
乖
」
で
、
本
文
「
悟
」
が
「
對
」
に
。
⑥
謝
靈
運
「
道
路
憶
山
中
」
の
六
聯
目
「
得
性
非
外
求
、
自
已
爲
誰
纂
」
の
李
注
「
言
得
性
之
理
、
非
在
外
求
、
取
足
自
止
、
爲
誰
之
所
繼
哉
。
言
不
爲
人
之
所
繼
也
」
で
、
本
文
「
纂
」
が
「
繼
」
に
。
⑦
謝
靈
運
「
入
彭
蠡
湖
口
」
の
末
句
「
絃
絶
念
彌
敦
」
の
李
注
「
言
奏
曲
冀
以
消
憂
、
絃
絶
而
念
逾
甚
」
で
、本
文
「
敦
」
が
「
甚
」
に
。
⑧
謝
靈
運
「
華
子
崗
」
詩
は
本
文
に
既
掲
。
巻
二
七
の
例
は
以
下
の
と
お
り
。
①
顔
延
之「
北
使
洛
」
の
八
聯
目
「
王
猷
升
八
表
、
嗟
行
方
暮
年
」
の
李
注
「
言
王
道
被
於
八
荒
、余
行
属
於
歳
暮
也
」
で
、本
文
「
猷
」
が
「
道
」、「
升
」
が
「
被
」、「
表
」
が
「
荒
」、「
暮
年
」
が
「
歳
暮
」
に
。
②
同
じ
く
末
聯
「
蓬
心
既
已
矣
、
飛
薄
殊
亦
然
」
の
李
注
「
言
己
有
蓬
心
、
事
既
已
矣
。
而
身
飛
薄
、亦
復
同
之
」
で
、本
文
「
然
」
が
「
同
之
」
に
。
③
沈
約
「
新
安
江
水
至
清
淺
深
見
底
貽
京
邑
遊
好
」
の
一
一
句
目
「
紛
吾
隔
嚻
滓
」
の
李
注
「
嚻
滓
、謂
去
京
師
嚻
塵
之
地
」
で
、本
文
「
滓
」
が
「
塵
」
に
。
巻
二
二
の
例
は
以
下
の
と
お
り
。
①
謝
靈
運
「
遊
南
亭
」
の
七
聯
目
「
藥
餌
情
所
止
、
衰
疾
忽
在
斯
」
の
李
注
「
餌
藥
既
止
、
故
有
衰
病
」
で
、
本
文
「
衰
疾
」
が
「
衰
病
」
に
。
②
謝
靈
運
「
於
南
山
往
北
山
經
湖
中
瞻
眺
」
の
十
聯
目
「
不
惜
去
人
遠
、
但
恨
莫
與
同
」
の
李
注
「
言
獨
在
山
中
、
無
人
共
遊
」
で
、
本
文
「
與
同
」
が
「
共
遊
」
に
。
③
謝
靈
運
「
從
斤
竹
澗
越
嶺
溪
行
」
の
十
聯
目
「
情
用
賞
爲
美
、
事
昧
竟
誰
辨
」
の
李
注
「
言
事
無
高
翫
、
而
情
之
所
賞
、
即
以
爲
美
。
此
理
幽
昧
、
誰
能
分
別
乎
」
で
、
本
文
「
事
」
が
「
理
」
に
。
④
顔
延
之
「
應
詔
觀
北
湖
田
収
」
の
七
聯
目
「
開
冬
眷
徂
物
、
殘
悴
盈
化
先
」
の
李
注
「
言
開
冬
而
視
徂
落
之
物
。
雖
已
殘
悴
、
而
尚
盈
於
殘
悴
之
先
」
で
、
本
文
「
化
」
が
「
殘
悴
」
に
。
⑤
同
じ
く
末
聯
「
疲
弱
謝
淩
遽
、
取
累
非
纆
牽
」
の
李
注
「
言
己
才
疲
弱
、
而
謝
急
遽
。
其
所
取
累
、
非
由
纆
牽
」
で
、
本
文
「
淩
遽
」
が
「
急
遽
」
に
。
⑥
鮑
照
「
行
藥
至
城
東
橋
」
の
八
聯
目
「
開
芳
及
稚
節
、
含
采
吝
驚
春
」
の
李
注
「
以
草
喩
人
也
。
草
之
開
芳
、
宜
及
少
節
、
既
以
含
彩
、
理
惜
驚
春
」
で
、
本
文
「
稚
節
」
が
「
少
節
」
に
。
⑦
謝
朓
「
游
東
田
一
首
」
の
末
聯
「
不
對
芳
春
酒
、還
望
青
山
郭
」
の
李
注
「
言
野
外
昭
曠
、
取
樂
非
一
。
若
不
對
茲
春
酒
、
還
則
望
彼
青
山
」
で
、
本
文
「
芳
春
酒
」「
青
山
郭
」
が
「
茲
春
酒
」「
彼
青
山
」
に
。
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